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水
産
庁
は

「
第
２２
回
漁

港
漁
場
関
係

事
業
担
当
者

会
議
（
災
害

部
門
・
検
査

部
門
）
」
を

４

月

２６

日

（
水
）
、
農

林
水
産
省
７

階
講
堂
で
オ

ン
ラ
イ
ン
を
併
用
し
て
開
催

し
た
。

全
国
の
災
害
復
旧
事
業
関

係
及
び
検
査
関
係
の
担
当
者

を
対
象
に
毎
年
実
施
し
て
い

る
も
の
。
会
議
は
災
害
部
門

と
検
査
部
門
と
に
分
け
て
行

わ
れ
、
災
害
部
門
は
漁
港
漁

場
整
備
部
防
災
漁
村
課
水
産

施
設
災
害
対
策
室
、
検
査
部

門
は
同
整
備
課
の
そ
れ
ぞ
れ

の
担
当
官
よ
り
、
資
料
に
基

づ
く
説
明
が
行
わ
れ
た
。

冒
頭
、
田
中
郁
也
漁
港
漁

場
整
備
部
長
が
開
催
挨
拶
し

た
の
ち
、
中
村
克
彦
水
産
施

設
災
害
対
策
室
長
が
水
産
関

係
施
設
災
害
と
関
連
施
策
に

つ
い
て
説
明
し
た
。

中
村
室
長
は
頻
発
し
て
い

る
近
年
の
大
規
模
災
害
に
つ

い
て
、
水
産
関
係
の
被
害
状

況
と
水
産
庁
の
対
応
を
報

告
。
ま
た
、
災
害
協
定
の
課

題
と
対
応
、
災
害
支
援
対
策

パ
ッ
ケ
ー
ジ
、
技
術
的
な
課

題
、
関
連
施
策
に
つ
い
て
も

説
明
し
た
。

検
査
部
門
で
は
中
村
隆
整

備
課
長
が
同
課
の
業
務
に
つ

い
て
説
明
し
た
後
、
担
当
官

か
ら
会
計
実
地
検
査
や
水
産

基
盤
整
備
事
業
の
執
行
な
ど

事
業
の
詳
細
に
つ
い
て
話
が

あ
っ
た
。

会
議
の
内
容
は
次
の
通

り
。

【
災
害
部
門
】

１

「
水
産
関
係
施
設
災
害

と
関
連
施
策
に
つ
い
て
」
水

産
施
設
災
害
対
策
室
長

中

村
克
彦

２

「
水
産
関
係
施
設
災
害

復
旧
事
業
の
予
算
に
つ
い

て
」
災
害
調
整
班
長

田
中

健
治

３

「
災
害
に
対
す
る
水
産

庁
の
支
援
策
に
つ
い
て
」
同

４

「
災
害
発
生
時
の
初
動

対
応
の
強
化
に
つ
い
て
」
同

５

「
水
産
関
係
施
設
災
害

復
旧
事
業
に
つ
い
て
」
総
括

災
害
査
定
官

米
山
正
樹

６

「
最
近
の
災
害
へ
の
対

応
に
つ
い
て
」
災
害
査
定
官

佐
々
木
真
一
郎

７

「
過
年
発
生
災
害
復
旧

事
業
等
の
再
調
査
に
つ
い

て
」
災
害
対
策
班
長

梅
津

啓
史

【
検
査
部
門
】

１

「
整
備
課
の
業
務
に
つ

い
て
」
整
備
課
長

中
村
隆

２

「
令
和
５
年
に
お
け
る

会
計
実
地
検
査
の
状
況
に
つ

い
て
」
上
席
漁
港
漁
場
専
門

官

柳
瀬
知
之

３

「
成
功
認
定
検
査
、
し

ゅ
ん
功
認
定
検
査
及
び
事
業

実
施
状
況
調
査
に
つ
い
て
」

総
括
班

漁
港
漁
場
専
門
官

矢
�
松
美

５

「
水
産
基
盤
整
備
事
業

の
執
行
等
に
つ
い
て
」
企
画

班
長

中
西
豪

６

「
漁
港
・
漁
場
施
設
の

設
計
参
考
図
書
の
改
訂
に
つ

い
て
」
設
計
班
長

田
村
真

弓７

「
磯
焼
け
対
策
と
ブ
ル

ー
カ
ー
ボ
ン
の
活
用
に
つ
い

て
」
機
能
高
度
化
班
長

安

田
大
樹

８

「
水
産
庁
に
お
け
る
品

質
確
保
に
関
す
る
取
り
組
み

に
つ
い
て
」
施
工
積
算
班
長

今
給
黎
聡

茨
城
県
漁
港
協
会
（
会
長

・
豊
田
稔
北
茨
城
市
長
）
は
、

５
月
８
日
１４
時
か
ら
水
戸
市

の
す
い
さ
ん
会
館
に
お
い

て
、
令
和
５
年
度
通
常
総
会

を
開
催
し
た
。

冒
頭
、
豊
田
会
長
か
ら「
漁

港
の
復
旧
整
備
、
津
波
対
策

の
防
潮
堤
整
備
も
終
え
た

が
、
施
設
老
朽
化
・
長
寿
命

化
対
策
、
自
然
災
害
へ
の
備

え
な
ど
漁
港
整
備
の
重
要
性

は
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
い

る
。
国
で
は
新
た
な
漁
港
漁

場
整
備
長
期
計
画
を
ス
タ
ー

ト
さ
せ
て
お
り
、
本
県
に
お

い
て
も
漁
港
の
実
情
を
踏
ま

え
、
必
要
な
整
備
が
行
わ
れ

る
よ
う
働
き
か
け
て
行
く
」

と
挨
拶
が
あ
っ
た
。
続
い
て
、

来
賓
の
上
野
昌
文
茨
城
県
農

林
水
産
部
長
、
（
公
社
）
全

国
漁
港
漁
場
協
会
橋
本
牧
会

長
か
ら
挨
拶
が
あ
っ
た
。

橋
本
会
長
は
、
「
世
界
各

国
が
コ
ロ
ナ
禍
を
克
服
し
、

社
会
・
経
済
の
活
性
化
に
向

け
動
き
出
し
て
い
る
今
こ

そ
、
全
国
漁
港
漁
場
協
会
は

水
産
日
本
の
復
活
を
目
指

し
、
水
産
業
や
漁
村
の
実
情
、

重
要
性
を
広
く
伝
え
る
と
と

も
に
、
漁
港
漁
場
整
備
に
対

す
る
国
民
の
理
解
と
支
持
を

得
る
た
め
の
活
動
等
に
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
参
り
た

い
」
と
挨
拶
し
た
。

そ
の
後
豊
田
会
長
を
議
長

に
議
事
に
入
り
、
令
和
４
年

度
事
業
報
告
・
収
支
決
算
及

び
剰
余
金
処
分
、
令
和
５
年

度
通
常
会
費
・
特
別
負
担
金

・
賛
助
会
費
の
徴
収
、
令
和

５
年
度
事
業
計
画
の
各
議
案

を
原
案
通
り
承
認
し
た
。
ま

た
、
役
員
の
補
充
選
任
に
つ

い
て
は
、
大
川
雅
登
専
務
理

事
か
ら
６
月
３０
日
を
も
っ
て

辞
任
し
た
い
と
の
意
思
表
示

が
あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の

で
、
補
充
理
事
と
し
て
、
全

国
漁
業
信
用
基
金
協
会
茨
城

支
所
担
当
理
事
の
�
濱
芳
明

氏
が
選
任
さ
れ
た
。
７
月
１

日
付
け
で
専
務
理
事
に
就
任

の
予
定
で
あ
る
。

水
産
庁
は
、
漁
港
・
漁
場

の
施
設
の
設
計
に
関
す
る
技

術
書
で
あ
る
「
漁
港
・
漁
場

の
施
設
の
設
計
参
考
図
書
」

（
以
下
、
「
設
計
参
考
図
書
」

と
い
う
。
）
を
８
年
ぶ
り
に

改
訂
し
、
４
月
２８
日
に
そ
の

概
要
及
び
新
旧
対
照
表
が
プ

レ
ス
リ
リ
ー
ス
さ
れ
た
。

今
回
の
改
訂
は
、
２
０
１

５
年
の
設
計
参
考
図
書
の
公

表
後
、
気
候
変
動
に
関
す
る

政
府
間
パ
ネ
ル
（
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
）

に
よ
る
報
告
書
に
お
け
る
将

来
予
測
を
前
提
と
し
た
気
候

変
動
適
応
策
を
始
め
、
漁
港

・
漁
場
の
設
計
に
係
る
技
術

的
知
見
が
数
多
く
蓄
積
さ
れ

て
き
た
こ
と
か
ら
、
そ
れ
ら

の
知
見
を
設
計
実
務
に
反
映

さ
せ
、
よ
り
合
理
性
の
高
い

設
計
を
行
う
こ
と
が
急
務
と

な
っ
て
い
た
こ
と
に
よ
る
も

の
。主

な
改
訂
内
容
は
、

〇
気
候
変
動
適
応
策
の
導
入

〇
津
波
流
れ
に
対
す
る
被
覆

材
安
定
質
量
算
定
式
の
変
更

〇
設
計
沖
波
の
点
検
・
見
直

し
方
法
の
追
加

〇
照
査
用
震
度
の
適
用
範
囲

の
拡
大

〇
漁
場
の
施
設
の
安
定
性
照

査
方
法
の
変
更

等

と
な
っ
て
い
る
。

特
に
、
今
回
の
改
訂
の
最

大
の
ポ
イ
ン
ト
と
な
っ
て
い

る
気
候
変
動
対
応
策
の
導
入

に
つ
い
て
は
、
同
時
に
公
表

さ
れ
た
「
漁
港
施
設
等
に
お

け
る
気
候
変
動
適
応
策
の
設

計
に
係
る
手
引
き
（
暫
定

版
）
」
に
具
体
的
な
検
討
方

法
や
対
応
策
が
示
さ
れ
、
地

域
の
実
情
に
合
わ
せ
た
気
候

変
動
対
応
策
を
柔
軟
に
導
入

で
き
る
よ
う
、
複
数
の
整
備

シ
ナ
リ
オ
（
先
行
型
・
直
前

型
・
順
応
型
対
策
）
が
提
示

さ
れ
、
温
暖
化
の
影
響
に
よ

る
潮
位
上
昇
や
、
波
浪
の
将

来
変
化
量
の
検
討
を
行
う
事

と
さ
れ
て
い
る
。

今
回
の
改
訂
の
概
要
及
び

新
旧
対
照
表
は
、
以
下
の
Ｕ

Ｒ
Ｌ
で
閲
覧
可
能
と
な
っ
て

い
る
。http
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な
お
、
今
回
の
改
訂
に
伴

う
改
訂
版
書
籍
は（
公
社
）漁

港
漁
場
協
会
よ
り
年
内
を
目

指
し
て
発
刊
さ
れ
る
予
定
。

富
山
県
漁
港
漁
場
協
会

（
会
長
・
林
正
之
氷
見
市
長
）

は
、
５
月
１９
日
午
後
２
時
か

ら
富
山
市
の
「
パ
レ
ブ
ラ
ン

高
志
会
館
」
に
お
い
て
、
令

和
５
年
度
通
常
総
会
を
開
催

し
た
。
冒
頭
林
会
長
が
、
水

産
庁
防
災
漁
村
課
の
櫻
井
課

長
を
お
迎
え
し
、
「
海
業
の

推
進
に
つ
い
て
」
と
題
し
講

演
を
い
た
だ
け
る
こ
と
、
ま

た
、
来
賓
と
し
て
（
公
社
）

全
国
漁
港
漁
場
協
会
の
橋
本

牧
会
長
を
お
迎
え
す
る
こ
と

が
で
き
た
こ
と
、
さ
ら
に
富

山
県
か
ら
山
下
農
林
水
産
部

参
事
、
地
崎
水
産
漁
港
課
長

ほ
か
の
ご
出
席
を
い
た
だ
い

た
こ
と
に
謝
意
を
表
し
た
後

「
①
地
球
温
暖
化
に
伴
う
気

候
変
動
や
自
然
災
害
の
頻
発

化
・
激
甚
化
が

心
配
さ
れ
る
こ

と
、
②
本
格
的

な
人
口
減
少
社

会
の
到
来
等
を

背
景
に
、
地
方

の
活
力
低
下
が

懸
念

さ

れ

る

中
、
漁
村
地
域

の
活
性
化
が
ま

す
ま
す
重
要
な

課
題
と
な
っ
て

い
る
こ
と
、
③

昨
今
の
国
際
情

勢
の
激
変
に
よ

り
燃
料
価
格
の
上
昇
な
ど
水

産
業
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ

て
い
る
こ
と
、
④
こ
う
し
た

中
で
、
国
に
お
い
て
は
新
た

な
漁
港
漁
場
整
備
長
期
計
画

の
も
と
、
新
た
な
ス
テ
ー
ジ

に
向
け
各
種
事
業
が
展
開
さ

れ
、
こ
れ
に
大
き
く
期
待
す

る
こ
と
、
⑤
ま
た
、
地
方
の

視
点
か
ら
も
、
災
害
リ
ス
ク

や
環
境
変
化
へ
の
対
応
、
そ

し
て
地
域
資
源
を
活
用
し
た

賑
わ
い
の
創
出
と
雇
用
の
確

保
な
ど
、
国
・
県
等
と
連
携

し
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」
と
挨
拶
し

た
。
そ
の
後
、
来
賓
と
し
て

橋
本
全
国
協
会
長
、
山
下
県

農
林
水
産
部
参
事
が
祝
辞
を

述
べ
ら
れ
た
。
令
和
５
年
度

は
３
年
に
一
度
の
役
員
改
選

の
年
で
あ
り
、
改
選
の
結
果
、

会
長
は
引
き
続
き
氷
見
市
長

の
林
正
之
氏
が
担
う
こ
と
と

な
っ
た
。
副
会
長
に
は
、
富

山
県
漁
業
協
同
組
合
連
合
会

長
（
と
や
ま
市
漁
業
協
同
組

合
長
）
の
道
井
秀
樹
氏
及
び

新
湊
漁
業
協
同
組
合
長
の
塩

谷
俊
之
氏
が
就
任
さ
れ
た
。

所
定
の
議
案
承
認
後
、
水
産

庁
防
災
漁
村
課
の
櫻
井
課
長

か
ら
「
海
業
の
推
進
に
つ
い

て
」
講
演
が
行
わ
れ
、
会
場

か
ら
は
、
①
海
業
の
推
進
は
、

漁
村
の
発
展
に
と
っ
て
、
新

た
な
可
能
性
と
期
待
を
持
た

せ
る
も
の
で
あ
る
、
②
そ
の

実
現
の
た
め
、
関
係
省
庁
に

よ
る
分
野
横
断
的
な
協
力
連

携
を
進
め
る
中
で
、
水
産
庁

が
リ
ー
ダ
ー
的
な
役
割
を
し

っ
か
り
と
担
っ
て
ほ
し
い
、

な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
、
活

発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ

た
。
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令
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通
常
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催

富
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漁
港
漁
場
協
会
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（
一
社
）
全
日
本
漁
港
建

設
協
会
（
岡
貞
行
会
長
）は
、

５
月
１１
日
午
後
４
時
３０
分
か

ら
浅
草
ビ
ュ
ー
ホ
テ
ル
に
お

い
て
、
令
和
５
年
度
定
時
総

会
を
開
催
し
た
。

総
会
に
先
立
ち
表
彰
式
が

行
わ
れ
、
漁
港
漁
場
関
係
事

業
優
良
請
負
者
と
し
て
水
産

庁
で
表
彰
さ
れ
た
全
日
本
漁

港
建
設
協
会
会
員
１２

社
に
対
す
る
記
念
品

の
贈
呈
と
、
協
会
表

彰
受
賞
者
と
し
て
３６

名
に
対
す
る
表
彰
が

行
わ
れ
た
。

総
会
で
は
最
初
に

岡
会
長
か
ら
「
当
協

会
は
一
昨
年
に
策
定
し
た
新

漁
港
建
設
業
将
来
ビ
ジ
ョ
ン

に
示
さ
れ
て
い
る
、
漁
港
建

設
業
が
果
た
す
社
会
的
責
務

の
国
民
的
理
解
の
増
進
、
安

定
し
た
企
業

収

益

の

確

保
、
将
来
に

希
望
が
持
て

る
業
界
の
実

現
、
安
全
で

魅
力
あ
る
事

業
環
境
の
創
出
、
革
新
的
技

術
の
導
入
に
つ
い
て
、
引
き

続
き
積
極
的
に
推
進
し
て
い

く
決
意
で
す
。
皆
様
方
の
ご

理
解
と
ご
支
持
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
」
と
挨

拶
が
あ
っ
た
。
続
い
て
来
賓

と
し
て
出
席
の
水
産
庁
の
田

中
郁
也
漁
港
漁
場
整
備
部
長

よ
り
神
谷
崇
水
産
庁
長
官
の

祝
辞
の
紹
介
が
あ
っ
た
。

そ
の
後
議
事
に
入
り
、
令

和
４
年
度
収
支
決
算
、
令
和

５
年
度
事
業
計
画
及
び
収
支

予
算
案
等
が
審
議
さ
れ
、
原

案
通
り
承
認
さ
れ
た
。

総
会
終
了
後
の
午
後
６
時

か
ら
は
、
同
ホ
テ
ル
に
お
い

て
約
４
６
０
名
の
参
加
者
を

得
て
懇
親
会
が
開
催
さ
れ

た
。４

年
ぶ
り
に
立
食
形
式
で

行
わ
れ
た
懇
親
会
で
は
、
自

由
民
主
党
漁
港
漁
場
漁
村
整

備
促
進
議
員
連
盟
会
長
の
衛

藤
征
士
郎
議
員
、
自
由
民
主

党
政
務
調
査
会
水
産
部
会
長

の
滝
波
宏
文
議
員
、
公
明
党

の
横
山
信
一
議
員
か
ら
来
賓

の
祝
辞
が
あ
っ
た
。
ま
た
、

足
立
敏
之
議
員
、
井
林
辰
憲

議
員
、
江
島
潔
議
員
、
小
里

泰
弘
議
員
、
金
子
恭
之
議
員
、

木
村
次
郎
議
員
、
国
場
幸
之

助
議
員
、
進
藤
金
日
子
議
員
、

武
部
新
議
員
、
長
峯
誠
議
員
、

中
村
裕
之
議
員
、
西
銘
恒
三

郎
議
員
、
長
谷
川
淳
二
議
員
、

藤
丸
敏
議
員
、
宮
崎
雅
夫
議

員
、
宮
澤
博
行
議
員
、
宮
路

拓
馬
議
員
、
山
下
雄
平
議
員
、

山
本
佐
知
子
議
員
な
ど
多
数

の
国
会
議
員
の
出
席
が
あ
っ

た
。懇

親
会
は
全
日
本
漁
港
建

設
協
会
の
長
野
章
顧
問
に
よ

る
乾
杯
の
発
声
で
歓
談
に
入

り
、
同
協
会
の
石
津
副
会
長

（
茨
城
県
支
部
長
）
に
よ
る

中
締
め
の
挨
拶
を
も
っ
て
盛

会
の
う
ち
に
終
了
し
た
。

水
産
庁
は
令
和
５
年
度
漁

港
漁
場
関
係
事
業
優
良
請
負

者
表
彰
の
受
賞
者
を
こ
の
ほ

ど
決
定
し
、
表
彰
式
を
農
林

水
産
省
（
東
京
・
霞
が
関
）

で
５
月
１１
日
（
木
）
実
施
し

た
。
神
谷
崇
水
産
庁
長
官
が

受
賞
者
に
表
彰
状
を
手
渡
し

た
。同

表
彰
は
漁
港
漁
場
関
係

事
業
へ
の
理
解
を
深
め
る
と

と
も
に
、
漁
港
漁
場
建
設
技

術
の
向
上
を
図
り
、
漁
港
漁

場
関
係
事
業
の
円
滑
な
実
施

を
目
的
と
し
て
行
っ
て
い

る
。神

谷
長
官
は
受
賞
者
に
対

し
て
、
技
術
力
研
鑽
等
へ
の

努
力
や
自
然
災
害
発
生
時
の

迅
速
な
対
応
に
敬
意
を
表
す

る
と
と
も
に
、
「
水
産
庁
と

し
て
漁
港
建
設
業
に
お
け
る

働
き
方
改
革
を
促
進
し
、
安

心
し
て
工
事
で
き
る
環
境
整

備
に
努
め
る
」
と
語
っ
た
。

受
賞
者
を
代
表
し
て
農
林

水
産
大
臣
賞
を
受
賞
し
た
津

田
海
運
の
津
田
真
栄
美
代
表

取
締
役
が
謝
辞
を
述
べ
「
漁

港
漁
場
関
係
事
業
の
さ
ら
な

る
発
展
と
地
域
の
振
興
に
貢

献
で
き
る
よ
う
尽
力
し
て
い

く
」
と
誓
っ
た
。

農
林
水
産
大
臣
表
彰
と
水

産
庁
長
官
表
彰
の
受
賞
者
は

次
の
通
り
。
※
敬
称
略

〈
農
林
水
産
大
臣
表
彰
〉

▽
森
川
組
代
表
取
締
役
社

長

森
川
基
嗣
（
北
海
道
開

発
局
）
▽
津
田
海
運
代
表
取

締
役

津
田
真
栄
美
（
宮
城

県
）
▽
増
山
建
設
代
表
取
締

役

増
山
富
博
（
長
崎
県
）

〈
水
産
庁
長
官
表
彰
〉

▽
吉
本
組
代
表
取
締
役
社

長

吉
本
貴
昭
（
北
海
道
開

発
局
）
▽
富
士
サ
ル
ベ
ー
ジ

代
表
取
締
役

須
田
新
崇

（
北
海
道
）
▽
水
倉
組
代
表

取
締
役
社
長

水
倉
直
人

（
新
潟
県
）
▽
大
生
代
表
取

締
役

清
水
畑
政
則
（
福
井

県
）
▽
大
新
土
木
代
表
取
締

役

新
田
奈
緒
美
（
広
島
県
）

▽
木
下
建
設
代
表
取
締
役

木
下
龍
二
（
高
知
県
）
▽
九

州
総
合
建
設
代
表
取
締
役

岡
本
清
嗣
（
福
岡
県
）
▽
明

興
建
設
代
表
取
締
役

田
中

秀
征
（
熊
本
県
）
▽
丸
福
建

設
代
表
取
締
役
社
長

谷
口

明
広
（
鹿
児
島
県
）
▽
極
東

建
設
代
表
取
締
役

松
原
成

忠
（
沖
縄
県
）

（
四
月
一
日
付
及
び
三
月
三

十
一
日
付
）

鹿
児
島
県

商
工
労
働
水
産
部
次
長

（
総
合
政
策
部
参
事
）
柿
内

一
樹
▽
商
工
労
働
水
産
部
漁

港
漁
場
課
長
（
大
隅
地
域
振

興
局
建
設
部
参
事
）
小
脇
博

文
▽
大
隅
地
域
振
興
局
長

（
商
工
労
働
水
産
部
次
長
）

永
野
義
人
▽
南
薩
地
域
振
興

局
建
設
部
長
（
商
工
労
働
水

産
部
漁
港
漁
場
課
長
）
藤
田

正
之
▽
南
薩
地
域
振
興
局
農

林
水
産
部
農
林
水
産
総
務
課

長
（
商
工
労
働
水
産
部
漁
港

漁
場
課
長
補
佐
・
管
理
係
長
）

宮
田
誠
悟
郎

（
五
月
十
五
日
付
）

大
分
県

農
林
水
産
部
審
議
監
（
農

林
水
産
部
審
議
監
兼
漁
業
管

理
課
長
）
高
野
英
利
▽
農
林

水
産
部
漁
業
管
理
課
長
（
農

林
水
産
部
水
産
振
興
課
長
）

大
屋
�
▽
農
林
水
産
部
水
産

振
興
課
長
（
南
部
振
興
局
農

山
漁
村
振
興
部
長
）
大
塚
猛

▽
農
林
水
産
部
漁
港
漁
村
整

備
課
長
（
豊
後
高
田
土
木
事

務
所
長
）
工
藤
秀
明

（
公
社
）
全
国
漁

港
漁
場
協
会
と
全
国

漁
港
海
岸
防
災
協
会

は
、
「
２
０
２
３
漁

港
漁
場
漁
村
海
岸
写

真
コ
ン
ク
ー
ル
」
を

行
う
た
め
、
作
品
の

募
集
を
６
月
上
旬
か

ら
開
始
す
る
。

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル

は
、
漁
港
・
漁
場
・

漁
村
・
海
岸
を
テ
ー

マ
と
し
、
海
や
漁
業

及
び
漁
港
・
漁
場
・

海
岸
の
現
状
、
漁
村
環
境
の

実
態
等
を
広
く
知
ら
せ
る
と

と
も
に
、
水
産
業
・
漁
村
の

役
割
や
重
要
性
、
漁
港
・
漁

場
・
漁
村
・
海
岸
の
整
備
促

進
の
必
要
性
に
つ
い
て
理
解

を
求
め
る
た
め
、
毎
年
開
催

し
て
い
る
。

応
募
要
領
の
概
要
は
、
次

の
と
お
り
。

◆
応
募
作
品

・
未
発
表
の
作
品
で
漁
港
・

漁
場
・
漁
村
・
海
岸
に
関
係

し
た
も
の
（
働
く
漁
民
、
四

季
や
時
間
で
変
化
す
る
漁
港

・
漁
場
・
漁
村
・
海
岸
の
風
景
、

海
の
環
境
、
生
物
の
生
態
、

漁
村
の
暮
ら
し
、
漁
港
や
漁

村
で
の
祭
り
、
催
し
な
ど
）

・
作
品
は
キ
ャ
ビ
ネ
版
以
上

の
カ
ラ
ー
ま
た
は
モ
ノ
ク
ロ

プ
リ
ン
ト
で
組
写
真
可
（
自

然
な
姿
を
デ
ジ
タ
ル
加
工
で

修
正
し
た
写
真
な
ど
は
不

可
）

◆
締
切
日

令
和
５
年
８
月
２１
日

◆
入
賞
作
品

・
特
選
１
席＝

農
林
水
産
大

臣
賞
（
１
点
）

・
特
選
２
席＝

水
産
庁
長
官

賞
（
１
点
）

・
特
選
３
席＝

（
公
社
）
全

国
漁
港
漁
場
協
会
長
賞
、
全

国
漁
港
海
岸
防
災
協
会
長

賞
、
（
一
財
）
漁
港
漁
場
漁

村
総
合
研
究
所
理
事
長
賞
、

（
一
社
）
水
産
土
木
建
設
技

術
セ
ン
タ
ー
理
事
長
賞
（
各

１
点
）

・
入
選
（
５
点
）

・
佳
作（
１０
点
）等
を
予
定
。

◆
応
募
先
（
問
合
せ
先
）

（
公
社
）
全
国
漁
港
漁
場

協
会
「
漁
港
漁
場
漁
村
海
岸

写
真
コ
ン
ク
ー
ル
」
係
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を
参
照
。

ア
ユ
は
誰
も
が
知
る
淡
水
魚
の

ひ
と
つ
で
あ
ろ
う
。
春
の
「
鮎
の

ぼ
る
」「
若
鮎
」、
夏
は
「
鮎
」
、
そ

し
て
秋
の
「
落
鮎
」
「
錆
鮎
」
な
ど

３
シ
ー
ズ
ン
の
季
語
が
あ
る
。
ま

た
囮
を
使
う
友
釣
り
、
鮎
を
ひ
っ

か
け
る
コ
ロ
ガ
シ
釣
り
な
ど
の
釣

り
方
が
あ
り
「
囮
鮎
」
「
鮎
掛
け
」

な
ど
も
季
語
と
な
る
。

ア
ユ
は
一
年
で
一
生
を
終
え
る

年
魚
で
あ
る
。
下
流
で
ふ
化
し
た

稚
魚
は
海
に
降
り
、
内
湾
で
プ
ラ

ン
ク
ト
ン
を
餌
に
冬
を
過
ご

す
。
川
の
水
が
温
む
三
～
四

月
頃
遡
上
を
始
め
、
漁
が
解

禁
を
迎
え
る
六
月
に
は
美
し

く
成
長
し
二
十
セ
ン
チ
前
後

に
。
石
に
つ
い
た
珪
藻
を
太

い
唇
で
舐
め
る
よ
う
に
食
べ

て
さ
ら
に
成
長
し
、
大
型
の

も
の
は
三
十
セ
ン
チ
に
達
す

る
。
そ
し
て
秋
雨
と
と
も
に

川
を
降
り
下
流
の
砂
利
底
で

産
卵
し
短
い
一
生
を
終
わ
る
。

暑
い
夏
、
餌
場
を
め
ぐ
る
激

し
い
闘
い
に
生
を
謳
歌
し
、

秋
に
は
錆
び
て
や
せ
細
り
、

や
が
て
他
の
命
の
糧
と
な
る
。

先
人
は
こ
う
し
た
ア
ユ
の
潔

い
一
生
に
心
を
寄
せ
、
季
節
ご
と

の
季
語
が
生
ま
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

鮎
は
美
味
し
い
魚
で
あ
る
。
解
禁

直
後
の
鮎
は
ま
だ
水
っ
ぽ
く
骨
が

柔
ら
か
い
。
骨
ご
と
ス
ラ
イ
ス
す

る
背
ご
し
が
い
い
。
七
月
の
梅
雨

明
け
か
ら
味
も
釣
り
も
盛
期
。
特

に
盆
の
頃
は
骨
や
皮
は
硬
く
な
る

も
の
の
、
鮎
の
本
当
の
味
が
す
る
。

背
骨
に
そ
っ
て
ゼ
ラ
チ
ン
状
の
脂

が
つ
き
、
塩
焼
き
も
い
い
が
、
田

楽
は
鮎
の
う
ま
味
、
脂
、
味
噌
の

甘
み
が
あ
い
ま
っ
て
昇
天
も
の
で

あ
る
。

さ
て
俳
句
の
話
。
「
淡
麗
と
い
ふ

べ
き
鮎
は
匹
見
川
」
。
匹
見
川
は
清

流
で
名
を
は
せ
る
高
津
川
の
支
流

で
、
す
こ
ぶ
る
級
の
清
流
。
句
の

作
者
は
飴
山
實
（
あ
め
や
ま
み
の

る
）。
代
表
句
と
し
て
紹
介
さ
れ
る

「
う
つ
く
し
き
あ
ぎ
と
と
あ
へ
り

能
登
時
雨
（
あ
ぎ
と＝

顎
）
」
は
、

「
能
登
」
と
「
時
雨
」
の
グ
レ
ー

の
色
彩
。
妙
齢
の
女
性
と
す
れ
違

っ
た
刹
那
、
蛇
の
目
傘
か
ら
の
ぞ

い
た
形
の
良
い
顎
。
一
瞬
を
と
ら

え
た
鮮
明
な
画
像
で
あ
る
。

「
淡
麗
」
の
句
は
句
集
「
次
の

花
」
に
あ
る
。
前
書
き
「
一
夜
、

匹
見
・
成
羽
・
錦
三
川
の
鮎
を
め

ず
る
席
あ
り
。」
と
と
も
に
「
は
じ

め
か
ら
川
の
自
慢
や
鮎
合
せ
」
そ

し
て
「
淡
麗
と
い
ふ
べ
き
」
の
句

が
続
く
。
ど
う
や
ら
鮎
の
味
比
べ

で
の
評
価
の
よ
う
だ
。
鮎
は
棲
む

川
の
環
境
を
そ
の
味
に
映
す
。
匹

見
川
を
淡
麗
と
は
、
鮎
の
味
が
よ

く
わ
か
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
。
成

羽
川
は
岡
山
県
、
錦
川
は
山
口
県

を
流
れ
る
。

小
生
が
所
属
す
る
俳
句
結
社
古

志
を
つ
く
っ
た
の
は
前
主
宰
の
長

谷
川
櫂
で
あ
る
が
、
彼
が
師
と
仰

い
だ
の
が
飴
山
實
。
飴
山
は
山
口

大
学
の
先
生
で
あ
っ
た
の
で
「
萱

苅
る
や
出
雲
石
見
と
山
わ
か
ち
」

な
ど
、
地
理
的
に
近
い
島
根
の
情

景
の
句
も
残
し
て
お
ら
れ
る
。

「
次
の
花
」
に
は
「
藻
の
香
し

て
す
な
わ
ち
鮎
を
た
う
べ
け
り
」

の
句
も
あ
る
。
生
の
鮎
は
胡
瓜
の

よ
う
な
植
物
系
の
香
が
す
る
。
そ

の
香
を
川
の
藻
の
香
と
ズ
バ
リ
。

弟
子
の
長
谷
川
櫂
に
も
「
鮎
の
腸

か
す
か
に
灰
の
味
し
た
り
（
句
集

天
球
）」
鮎
は
苦
く
甘
い
腸
（
わ
た
）

の
複
雑
で
大
人
な
味
も
売
り
な
の

だ
。今

年
も
鮎
釣
り
が
解
禁
と
な
っ

た
。
喧
騒
を
離
れ
た
渓
流
で
自
ら

が
一
本
の
杭
と
な
り
囮
鮎
を
泳
が

せ
る
。
ス
ト
ロ
ボ
の
閃
光
と
と
も

に
野
鮎
の
ア
タ
ッ
ク
。
奔
流
を
腰

で
切
り
伸
ば
す
剛
竿
を
ひ
っ
た
く

る
大
鮎
の
ア
タ
リ
、
た
ま
り
ま
せ

ん
な
。
鮎
釣
り
は
魔
性
の
釣
り
と

言
わ
れ
る
。
憑
り
つ
か
れ
る
と
引

き
返
せ
な
い
。
鮎
は
女
王
様
で
す

か
ら
。

背
ご
し
鮎

骨
�
み
し
め
てき

夏
は
来
ぬ順

（
令
和
三
年
六
月
二
十
八
日
付

け
山
陰
中
央
新
報
に
掲
載
）
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定定時時総総会会・・懇懇親親会会をを開開催催

挨拶する衛藤会長

定時総会の様子

全日本漁港建設協会

島島根根県県漁漁港港漁漁場場協協会会事事務務局局長長
三三浦浦 順順

味良し姿良し物語あり

令和５年度

俳句のさかな

漁港漁場漁村海岸写真コンクール

作作
品品
募募
集集

漁 港 漁 場 月 報

水産庁

漁
港
漁
場
関
係

事
業

優
良
請
負
者
を
表
彰

２０２３

受賞者と神谷長官（右から３人目）ら水産庁幹部

各各
都都
道道
府府
県県
本本
所所
課課
長長
級級
以以
上上
人人
事事
異異
動動

����

季
節
ご
と
の
季
語
が
あ
る
ア
ユ


